
資料 3－2 

企業マネジメント手法から公共政策の物語を考える 

～もし土木計画屋がドラッカーの「マネジメント」を読んだら～ 

 

（株）バイタルリード 森山昌幸 

 

１．はじめに 

 2012 年に古事記編纂 1300 年を迎え、その舞台となった地を有している島根県、奈良県、宮崎

県、鳥取県などでは、様々なキャンペーンが実施されている。古事記は、日本最古の歴史書であ

り、神話や伝説と歴代天皇紀が掲載されている。古事記の目的は、多くの歴史家が大和政権を担

う天皇家の正当性を示すものであるとされているとともに、梅原 1) は藤原氏の 1000 年に渡る栄

華のために編纂されたものであるとその著書で推察している。 

 古事記は、古代における公共政策のために作られた物語であり、過去の物語によって現政権の

正当性を示したものであるといえる。 

 戦国時代における「上杉の義」に見られるように、戦を仕掛け兵のモチベーションを高めるた

めには、古来から明確なその理由（物語）が必要であった。これは西洋、中国、日本を問わず必

要とされたもので、義の無い戦いでは兵の志気が上がらず、負け戦となることが多い結果が残っ

ている。このような戦における義（物語）は、現在の事象に対する正当性を明確にすることであ

るといえる。 

現在適用されている社会資本整備における費用便益分析は、戦における義と同様に、現在の時

点における正当性を評価したものである。 

本稿では、今後の公共政策の物語は過去や現在の正当性ではなく、その政策を実現することに

よる未来を示す、あるいは未来の姿を実現するために必要な政策を示す必要があるのではないか

という仮定のもとで議論を行う。例えば、企業においては、従来は利益率の高い事業を展開し、

会社に高収益をもたらした社員に対して、その結果に対して高い報酬を支払うことが組織の中で

力を発揮する源泉であると思われていた。しかしながら、近年では現在の高い年収ではなく、将

来の展望を明確に提示することが必要とされている。とりわけ、規模の縮小が続く建設関連産業

では、社員が将来の人生設計（結婚、子育て等）が可能となるような将来ビジョンを示さなけれ

ば、専門分野を学んだ新卒者は他業種に流れ、既存の社員もモチベーションの低い状況で与えら

れた業務をただ処理するだけになることが危惧されている。このように、企業マネジメントにお

いても未来の姿を明確にすることが求められている中、各種企業マネジメント手法から公共政策

の物語論を考察する。 

 

２．近年の企業マネジメント 

 「モチベーション 3.0」ダニエル・ピンク著（大前研一訳）2) では、21 世紀型「人を動かす」

モチベーション 3.0 は、わくわくする自発的な動機付け！と記している。成果主義型であるアメ

とムチによる動機づけではなく、新しいアプローチが必要であり、３つの重要な要素から構成さ

れる。１つは「自立性：自分の人生を自ら導きたいという欲求」であり、２つ目は「マスタリー

（熟達）：自分にとって意味のあることを上達させたいという衝動」、３つ目は「目的：自分より

も大きいこと、自分の利益を超えたことのために活動したい、という切なる思い」としている。 



 

 また、「日本で一番大切にしたい会社」3) 等の著者である坂本は、企業経営は「５人に対する使

命と責任を果たすための活動」と定義しており、その５人は以下のようにしている。１人は「社

員とその家族」、２人が「社外社員とその家族」（外注企業・下請企業）、３人が「現在顧客と未来

顧客」、４人が「地域住民」、５人が「株主等支援者」であり、この順序は優先順位であるとして

いる 4) 。また、CS（顧客満足度）最大化は当たり前のことであり、これからの企業は ES（従業

員満足度）最大化を図り、高いモチベーションの基での企業活動こそが利益をもたらす源である

としている。 

 以上のように、企業マネジメントにおいては、効率を追求した経営から従業員のモチベーショ

ンを対価以外の形で高くする方法の有効性が叫ばれ、大きな変革を迎えようとしている。筆者は

公共政策においても、企業マネジメントと同様に変革が必要であると考える。 

 以下では、公共政策に関わる実務者を経営陣、公共政策の予算（税金）を支出し事業推進に様々

な形で関わる住民を社員とする企業を仮定して、モチベーションを高くするための物語を検討す

る。ここで住民の公共政策に関するモチベーションを高くするということは、当該政策に対する

予算措置に対する合意が形成されるとともに、事業進捗にあたって協働で実施する、あるいは協

力的な姿勢で容認することと仮定する。 

 

３．ドラッカーの「マネジメント」から考える公共政策の物語 

 ドラッカーの「マネジメント」5) は、1973 年に出版された組織経営に関する書籍である。その

内容は、40 年近く経過した現在でも通用するものであり、テレビ番組や書籍、経済誌の特集など

で何度も取り上げられている。 

 本年、この「マネジメント」を高校野球の組織経営を題材に適用した書籍「もし高校野球の女

子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら」6) がミリオンセラーとなり、大き

く注目されている。余談ではあるが、「モビリティマネジメント」、「交通需要マネジメント」、「亜

セットマネジメント」など、数多くのマネジメントが必要な土木計画の分野においても、実際に

事業に携わる計画者にとって必読の書であるといえるかもしれない。 

 以下、「マネジメント」に沿って、公共政策株式会社の物語を考察する。 

 

◆ 顧客は誰か 

「企業の目的と使命を定義するとき、出発点が一つしかない。顧客である。顧客によって事業は

定義される。事業は、社名や定款や設立趣意書によってではなく、顧客が財やサービスを購入す

ることにより満足させようとする欲求によって定義される。顧客を満足させることこそ、企業の

使命であり目的である。したがって、「われわれの事業は何か」との問いは、企業を外部すなわち

顧客と市場の観点から見て、初めて答えることができる。」 

 

公共政策株式会社の顧客は、公共政策の委託事業を受託する民間事業者ではなく、公共政策に

よって便利な生活、安心した生活、持続するよい環境の下での生活を送ることができる住民であ

る。つまり住民は、公共政策株式会社の従業員であり、株主であり、顧客であるといえる。 

 

◆ 組織の定義づけ 



 

「あらゆる組織において、共通のものの見方、理解、方向づけ、努力を実現するには、「われわれ

の事業は何か。何であるべきか」を定義することが不可欠である。」 

 

 公共政策株式会社の事業が何であるかを定義づけることが重要である。この定義によって、各

公共政策に関する事業評価の観点が大きく変わることになるからである。 

 公共政策株式会社の事業は、顧客である地域住民や国民に安心、便利、幸せな生活を送ってい

ただくことであり、そのサービスを投入した時点の短期的なものではなく、将来に渡っての長期

的な効果を担保する必要がある。このことから考えると、各政策の評価は、短期的な経済性の議

論だけではなく、長期的に「安心、便利、幸せな生活」が可能な環境を提供するためへの必要性

という観点が必要であると思われる。 

 

◆ マーケティング 

 

◆ イノベーション 

 

◆ 働きがい 

「働きがいを与えるには、仕事そのものに責任を持たせなければならない。そのためには、①生

産的な仕事、②フィードバック情報、③継続学習が不可欠である。」 

 

 前章で示したモチベーションと同様であり、公共政策株式会社の従業員である地域住民や国民

が積極的に協働で事業を推進する、あるいは容認するためには、責任つまり当該事業が他人事で

はなく自らが深く関わっていくような工夫が必要である。①生産的な仕事とは、当該政策や事業

においてその成果を目に見える形で提示することが当てはまると思われる。②フィードバック情

報は、その名のとおり成果や結果を常に住民にフィードバックすることを示しており、③継続学

習は当該政策や事業に関する情報提供を継続的に提示し続けることを意味している。 

 これら「働きがい」に関する項目は、多くの MM 施策における取り組みにおいて、既に実践さ

れていることである。 

 

  以下、今後に続く 
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